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平成 年度 作野菜花き関係除草剤・生育調節剤試験

成 検討会は， 年 日 にホテルラングウッ

ドにおい 開 れ

この検討会には，試験場関係者 名，委託関係者 名

， 名の を ，除草剤 薬剤 ，生

育調節剤 薬剤 に い ，試験成 の と検討が

れ

の判定 果および に い は，次の判定 に

す通りである

委託試験判定結果

日本 物調節剤 会

平成 30 年度秋冬作野菜花き関係
除草剤・生育調節剤試験判定結果
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平成 年度 作野菜花き関係     
  除草剤・生育調節剤試験判定 果 

 

 ( )日本 物調節剤 会  
 

 

平成 30 年度 作野菜花き関係除草剤・生育調節剤試験成

検討会は，2019 年 7 9 日( )にホテルラングウッドにおい

開 れ  

この検討会には，試験場関係者 31 名，委託関係者 19 名 ，

64名の を ，除草剤11薬剤(74 )，生育調節剤3薬剤

(4 )に い ，試験成 の と検討が れ  

 の判定 果および に い は，次の判定 に す通

りである
 

平成 30年度 作野菜花き関係除草剤・生育調節剤試験 判定 

 

A.野菜関係 除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.BAS-656  
ジメテ ミドP:64.0% 
 
 
[BASFジ ン]  
  

タマネギ 定 前 の 大(マルチ )， 年目 実・継 
(  
通り) 

実) 

[ 作， ;一年生雑草 

(タ ，ア ，ア ラ を除 )] 

・ 定 後 雑草発生前 

・ 75 120mL<100L>/10a 

・ 処理(全 ) 
 
継) 
・効果薬害の確認(定 前雑草生前) 
・薬害発生 の確認 

タマネギ 倍量薬害(定 前)，定 前 の 大
(マルチ )， 年目 

タマネギ 定 前 の 大( マルチ )， 年
目 

タマネギ 倍量薬害(定 前)，定 前 の 大
( マルチ )， 年目 

2.OAT-0901 液 
グルホシネート:18.5% 
 
 
[OATアグリオ]   

キ  ま は定 前 継 継)効果,薬害の確認( ま は定 前,畦間) 

キ  畦間処理 

キ  倍量薬害(畦間処理) 

  ク イ ま は定 前 継 継)効果,薬害の確認( ま は定 前,畦間) 

ク イ 倍量薬害(定 前) 

ク イ 畦間処理 

ク イ 倍量薬害(畦間処理) 

  タ
ス 

ま は定 前 継 継)効果,薬害の確認( ま は定 前，畦間) 

タ
ス 

倍量薬害(畦間) 

  ホウ ン
ウ 

ま は 前 継 継)効果,薬害の確認( ま は 前,畦間) 

ホウ ン
ウ 

倍量薬害( 前) 

ホウ ン
ウ 

畦間処理 

ホウ ン
ウ 

倍量薬害(畦間処理) 

  タマネギ ま は定 前 継 継)効果,薬害の確認( ま は定 前,畦間) 

タマネギ 倍量薬害(定 前) 

タマネギ 畦間処理 

タマネギ 倍量薬害(畦間) 

  ネギ ま は定 前 継 継)効果,薬害の確認( ま は定 前,畦間) 

ネギ 倍量薬害(定 前) 

ネギ 畦間処理 

ネギ 倍量薬害(畦間処理) 

2.OAT-0901 液 き ダイコン ま は 前 継 継)効果,薬害の確認( ま は 前,畦間) 
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区分 昭和36年 平成28年 増減

田畑計 609 447 △162

田 339 243 △96

畑 270 204 △66

荒廃農地 28.3（6.2％） 耕作放棄地 42.3（9.4％）

内訳　再生可能 12.4 内訳　農家分 21.8

　　　再生困難 15.9 　　　土地持ち非農家分 20.5

表-1　農地（耕地）面積の推移（万ha）

農地面積　449.4万ha

表-2　荒廃農地および耕作放棄地面積（万ha）（平成27年）

我が国の農地面積は，昭和 37 年から平成 28 年の 55 年間に，
約 106 万 ha が農用地開発や干拓等で拡張された一方，工場用
地や道路，宅地等への転用や耕作放棄地等により 270 万 ha が
かい廃され，609 万 ha から 447 万 ha に，約 162 万 ha 減少
している。

農林水産省の統計によると，「荒廃農地」と「耕作放棄地」
の 2 つがあるが，両者は調査方法が異なる。

市町村・農業委員会調査で，現地調査による客観ベースの毎
年調査である「荒廃農地」とは，「現に耕作に供されておらず，
耕作の放棄により荒廃し，通常の農作業では作物の栽培が客観
的に不可能となっている農地」とされている。その荒廃程度に
よって，「再生利用が可能な荒廃農地」（抜根，整地，区画整理，
客土等により再生することにより，通常の農作業による耕作が
可能となると見込まれる荒廃農地）と，「再生利用が困難と見
込まれる荒廃農地」（森林の様相を呈しているなど農地に復元
するための物理的な条件整備が著しく困難なもの，又は周囲の
状況から見て，その土地を農地として復元しても継続して利用
することができないと見込まれるものに相当する荒廃農地）に

区分されている。
平成 27 年の調査では，荒廃農地 28 万 4 千 ha（農地面積の

約 6.3％）のうち，再生利用可能なものが，12 万 4 千 ha，再
生利用困難なものが 16 万 ha となっている。

一方，「耕作放棄地」は，農林業センサスでの調査票による
農家等の主観ベースの 5 年毎の調査値である。その定義は「以
前耕作していた土地で，過去 1 年以上作物を作付けせず，こ
の数年の間に再び作付けする意思のない土地」となっている。
こちらは，平成 27 年には 42 万 3 千 ha と，荒廃農地を上回っ
ている。所有をみると，総農家（販売・自給的）と土地持ち非
農家の比率が約半々となっている。

平成26年における調査によれば，荒廃農地の発生要因は，「高
齢化，労働力不足」が最も多く，次いで「土地持ち非農家の増加」
が多い。また，「農作物価格の低迷」，「収益の上がる作物がない」
を合わせると全体の 2 割になる。

国際的な食料事情が不安定化するなか，国内農業生産の基礎
となる農地の確保と利用が益々重要になる。               （K.O.）

農地・荒廃農地・耕作放棄地の面積
　統計データから

表 -1　農地（耕地）面積（万 ha）

表 -2　荒廃農地および耕作放棄地（万 ha）（平成 27年）

区分 昭和36年 平成28年 増減

田畑計 609 447 △162

田 339 243 △96

畑 270 204 △66

荒廃農地 28.3（6.2％） 耕作放棄地 42.3（9.4％）

内訳　再生可能 12.4 内訳　農家分 21.8

　　　再生困難 15.9 　　　土地持ち非農家分 20.5

表-1　農地（耕地）面積の推移（万ha）

農地面積　449.4万ha

表-2　荒廃農地および耕作放棄地面積（万ha）（平成27年）
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. 野菜関係 除草剤

 2 

A.野菜関係 除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

ダイコン 畦間処理 

3.SCC-010 液 
グルホシネート:18.5% 
 
 
[日本アグロ ー ス]  

ロッコ
リー 

ま は定 前 実 実) 
[ 作;一年生雑草] 
・ ま は定 前，雑草生育期(草 25cm以下) 
・茎葉処理(全 ) 
・300 500mL<100 150L>/10a 
 
[ 作;一年生雑草] 
・ ロッコリー生育期，雑草生育期 
・茎葉処理(畦間) 
・300 500mL<100 150L>/10a 
注) 
・雑草の草 30cm以下で散布する 
・作物に 散 いよ に散布する 
 

  ク イ ま は定 前 実 実) 
[ 作;一年生雑草] 
・ ま は定 前，雑草生育期(草 30cm以下) 
・茎葉処理(全 ) 
・300 500mL<100 150L>/10a 
 
[ 作;一年生雑草] 
・ ク イ生育期，雑草生育期 
・茎葉処理(畦間) 
・300 500mL<100 150L>/10a 
注) 
・雑草の草 20cm以下で散布する 
・作物に 散 いよ に散布する 
 

ホウ ン
ウ 

畦間処理 実 実) 
[ 作;一年生雑草] 
・ ま は 前，雑草生育期(草 30cm以下) 
・茎葉処理(全 ) 
・300 500mL<100 150L>/10a 
 
[ 作;一年生雑草] 
・ホウ ン ウ生育期，雑草生育期 
・茎葉処理(畦間) 
・300 500mL<100 150L>/10a 
注) 
・雑草の草 30cm以下で散布する 
・作物に 散 いよ に散布する 
 

タマネギ ま は定 前 実 実) 
[ 作;一年生雑草] 
・ ま は定 前，雑草生育期(草 20cm以下) 
・茎葉処理(全 ) 
・300 500mL<100 150L>/10a 
 
[ 作;一年生雑草] 
・タマネギ生育期，雑草生育期 
・茎葉処理(畦間) 
・300 500mL<100 150L>/10a 
注) 
・雑草の草 15cm以下で散布する 
・作物に 散 いよ に散布する 
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A.野菜関係 除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.BAS-656  
ジメテ ミドP:64.0% 
 
 
[BASFジ ン]  
  

タマネギ 定 前 の 大(マルチ )， 年目 実・継 
(  
通り) 

実) 

[ 作， ;一年生雑草 

(タ ，ア ，ア ラ を除 )] 

・ 定 後 雑草発生前 

・ 75 120mL<100L>/10a 

・ 処理(全 ) 
 
継) 
・効果薬害の確認(定 前雑草生前) 
・薬害発生 の確認 

タマネギ 倍量薬害(定 前)，定 前 の 大
(マルチ )， 年目 

タマネギ 定 前 の 大( マルチ )， 年
目 

タマネギ 倍量薬害(定 前)，定 前 の 大
( マルチ )， 年目 

2.OAT-0901 液 
グルホシネート:18.5% 
 
 
[OATアグリオ]   

キ  ま は定 前 継 継)効果,薬害の確認( ま は定 前,畦間) 

キ  畦間処理 

キ  倍量薬害(畦間処理) 

  ク イ ま は定 前 継 継)効果,薬害の確認( ま は定 前,畦間) 

ク イ 倍量薬害(定 前) 

ク イ 畦間処理 

ク イ 倍量薬害(畦間処理) 

  タ
ス 

ま は定 前 継 継)効果,薬害の確認( ま は定 前，畦間) 

タ
ス 

倍量薬害(畦間) 

  ホウ ン
ウ 

ま は 前 継 継)効果,薬害の確認( ま は 前,畦間) 

ホウ ン
ウ 

倍量薬害( 前) 

ホウ ン
ウ 

畦間処理 

ホウ ン
ウ 

倍量薬害(畦間処理) 

  タマネギ ま は定 前 継 継)効果,薬害の確認( ま は定 前,畦間) 

タマネギ 倍量薬害(定 前) 

タマネギ 畦間処理 

タマネギ 倍量薬害(畦間) 

  ネギ ま は定 前 継 継)効果,薬害の確認( ま は定 前,畦間) 

ネギ 倍量薬害(定 前) 

ネギ 畦間処理 

ネギ 倍量薬害(畦間処理) 

2.OAT-0901 液 き ダイコン ま は 前 継 継)効果,薬害の確認( ま は 前,畦間) 
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・300 500mL<100 150L>/10a 
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・雑草の草 30cm以下で散布する 
・作物に 散 いよ に散布する 
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・タマネギ生育期，雑草生育期 
・茎葉処理(畦間) 
・300 500mL<100 150L>/10a 
注) 
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・作物に 散 いよ に散布する 
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. 野菜関係 除草剤
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平成 30年度 作野菜花き関係除草剤・生育調節剤試験 判定 

 

A.野菜関係 除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.BAS-656  
ジメテ ミドP:64.0% 
 
 
[BASFジ ン]  
  

タマネギ 定 前 の 大(マルチ )， 年目 実・継 
(  
通り) 

実) 

[ 作， ;一年生雑草 

(タ ，ア ，ア ラ を除 )] 

・ 定 後 雑草発生前 

・ 75 120mL<100L>/10a 

・ 処理(全 ) 
 
継) 
・効果薬害の確認(定 前雑草生前) 
・薬害発生 の確認 

タマネギ 倍量薬害(定 前)，定 前 の 大
(マルチ )， 年目 

タマネギ 定 前 の 大( マルチ )， 年
目 

タマネギ 倍量薬害(定 前)，定 前 の 大
( マルチ )， 年目 

2.OAT-0901 液 
グルホシネート:18.5% 
 
 
[OATアグリオ]   

キ  ま は定 前 継 継)効果,薬害の確認( ま は定 前,畦間) 

キ  畦間処理 

キ  倍量薬害(畦間処理) 

  ク イ ま は定 前 継 継)効果,薬害の確認( ま は定 前,畦間) 

ク イ 倍量薬害(定 前) 

ク イ 畦間処理 

ク イ 倍量薬害(畦間処理) 

  タ
ス 

ま は定 前 継 継)効果,薬害の確認( ま は定 前，畦間) 

タ
ス 

倍量薬害(畦間) 

  ホウ ン
ウ 

ま は 前 継 継)効果,薬害の確認( ま は 前,畦間) 

ホウ ン
ウ 

倍量薬害( 前) 

ホウ ン
ウ 

畦間処理 

ホウ ン
ウ 

倍量薬害(畦間処理) 

  タマネギ ま は定 前 継 継)効果,薬害の確認( ま は定 前,畦間) 

タマネギ 倍量薬害(定 前) 

タマネギ 畦間処理 

タマネギ 倍量薬害(畦間) 

  ネギ ま は定 前 継 継)効果,薬害の確認( ま は定 前,畦間) 

ネギ 倍量薬害(定 前) 

ネギ 畦間処理 

ネギ 倍量薬害(畦間処理) 

2.OAT-0901 液 き ダイコン ま は 前 継 継)効果,薬害の確認( ま は 前,畦間) 

 2 

A.野菜関係 除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

ダイコン 畦間処理 

3.SCC-010 液 
グルホシネート:18.5% 
 
 
[日本アグロ ー ス]  

ロッコ
リー 

ま は定 前 実 実) 
[ 作;一年生雑草] 
・ ま は定 前，雑草生育期(草 25cm以下) 
・茎葉処理(全 ) 
・300 500mL<100 150L>/10a 
 
[ 作;一年生雑草] 
・ ロッコリー生育期，雑草生育期 
・茎葉処理(畦間) 
・300 500mL<100 150L>/10a 
注) 
・雑草の草 30cm以下で散布する 
・作物に 散 いよ に散布する 
 

  ク イ ま は定 前 実 実) 
[ 作;一年生雑草] 
・ ま は定 前，雑草生育期(草 30cm以下) 
・茎葉処理(全 ) 
・300 500mL<100 150L>/10a 
 
[ 作;一年生雑草] 
・ ク イ生育期，雑草生育期 
・茎葉処理(畦間) 
・300 500mL<100 150L>/10a 
注) 
・雑草の草 20cm以下で散布する 
・作物に 散 いよ に散布する 
 

ホウ ン
ウ 

畦間処理 実 実) 
[ 作;一年生雑草] 
・ ま は 前，雑草生育期(草 30cm以下) 
・茎葉処理(全 ) 
・300 500mL<100 150L>/10a 
 
[ 作;一年生雑草] 
・ホウ ン ウ生育期，雑草生育期 
・茎葉処理(畦間) 
・300 500mL<100 150L>/10a 
注) 
・雑草の草 30cm以下で散布する 
・作物に 散 いよ に散布する 
 

タマネギ ま は定 前 実 実) 
[ 作;一年生雑草] 
・ ま は定 前，雑草生育期(草 20cm以下) 
・茎葉処理(全 ) 
・300 500mL<100 150L>/10a 
 
[ 作;一年生雑草] 
・タマネギ生育期，雑草生育期 
・茎葉処理(畦間) 
・300 500mL<100 150L>/10a 
注) 
・雑草の草 15cm以下で散布する 
・作物に 散 いよ に散布する 
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B.平成30年度 春夏作分 野菜関係 除草剤   

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.ANK-553 粒 
ン メタリン:2.0% 

 
 
[BASFジ ン]  
  

トイ  後，雑草発生前 
( 以 :2年目) 

実 実) 
[春夏作， ;一年生雑草(キク ， ユク を除 )] 
・ 前  雑草発生前 
・ 処理(全 ) 
・4 6kg/10a 

 

[春夏作， ;一年生雑草(キク ， ユク を除 )] 
・ 後 雑草発生前 
・ 処理(全 ) 
・4 6kg/10a 
 
[春夏作， ;一年生雑草(キク ， ユク を除 )] 
・ トイ 生育期, 後,雑草発生前 
・ 処理(全 ) 
・4 6kg/10a 
 

2.ANK-553( )  
ン メタリン:30.0% 

 
 
[BASFジ ン]  
  

トイ  後，雑草発生前 
( 以 :2年目) 

実・継 
(  
通り) 

実) 

 [春夏作， ;一年生雑草(キク ， ユク を除 )] 
・ 後 雑草発生前 
・ 処理(全 ) 
・200 400mL<100L>/10a 
 

継) 
・ 後，雑草発生前処理での効果，薬害の確
認 
 

トイ  倍量薬害(作物生育期) 

3.NP-55  
トキシジ :20% 

 
 
[日本曹達]  

ロッコ
リー 

イネ 雑草6 8葉期( 以 ) 継 継)効果薬害の確認 

アス ラ
ス 

イネ 雑草6 8葉期 大 
( : 年目) 

実・継
(  
通り) 

実) 

[春夏作， ;一年生イネ 雑草(ス メノ タ

ラを除 )] 

・アス ラ ス生育期，イネ 雑草3 5葉期 

・茎葉処理(全 ) 

・150 200mL<100 150L>/10a 
 
継) 
・イネ 雑草6 8葉期処理の効果，薬害の確認 

アス ラ
ス 

イネ 雑草6 8葉期 大( 以 ) 

ネギ イネ 雑草6 8葉期 大( 以 ) 実・継 実)[春夏作， ;一年生イネ 雑草(ス メノ

タ ラを除 )] 

・ネギ生育期，イネ 雑草3 5葉期 

・茎葉処理(全 )  

・150 200mL<100 150L>/10a 

 

[春夏作， ;一年生イネ 雑草(ス メノ タ

ラを除 )] 

・ネギ生育期，イネ 雑草6 8葉期 

・茎葉処理(全 )  

・200mL<100L>/10a 

 
継)イネ 雑草6 8葉期処理での年次変動の確認 
 

4.OAT-0901 液 
グルホシネート:18.5% 
 
 
[OATアグリオ] 

ロッコ
リー 

畦間処理 - 前回の判定通り 

ロッコ
リー 

倍量薬害(畦間) 

ダイコン 畦間処理 - (A.H30 作の ) 

. 平成 30 年度 春夏作分 野菜関係 除草剤

平成 30 年度秋冬作野菜花き関係除草剤・生育調節剤試験判定結果　27
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B.平成30年度 春夏作分 野菜関係 除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

5.SCC-010 液 
グルホシネート:18.5% 

[日本アグロ ー ス] 

ネギ 畦間処理 実 実)[春夏作;一年生雑草] 

・ ま は定 前

雑草生育期(草 30cm以下)

・茎葉処理(全 )

・300 500mL<100 150L>/10a

[春夏作;一年生雑草] 
・ネギ生育期，雑草生育期
・茎葉処理(畦間)
・300 500mL<100 150L>/10a

注) 
・雑草の草 30cm以下で散布する
・作物に 散 いよ に散布する

ス 畦間処理 実・継
(  
通り) 

実)[春夏作;一年生雑草  

・ ま は定 前

・雑草生育期(草 30cm以下)

・茎葉処理(全 )

・300 500mL<100 150L>/10a

継) 
・効果，薬害の確認(畦間処理)

ーマン 畦間処理 実 実)[春夏作;一年生雑草  

・ ま は定 前

・雑草生育期(草 30cm以下)

・茎葉処理(全 )
・300 500mL<100 150L>/10a

[春夏作;一年生雑草  

・ ーマン生育期，雑草生育期

・茎葉処理(畦間)
・300 500mL<100 150L>/10a
注)
・雑草の草 30cm以下で散布する
・作物に 散 いよ に散布する

6.UPH-004 液 
(  NH-009液) 
グルホシネート:18.5% 

[ユー ーエルジ ン] 

キ  ま は定 前 実・継 実) 

[春夏作;一年生雑草] 

・ ま は定 前

・雑草生育期(草 30cm以下)

・茎葉処理(全 )
・300 500mL<100 150L>/10a

継) 
・効果，薬害の確認(畦間処理)

C.花き関係 除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.BAH-1517  
シンメチリン:75% (w/v) 

[BASFジ ン] 

ジ・
キ 

間・ 下処理(一年生イネ 雑
草) 

継 継)効果,薬害の確認 

. 花き関係 除草剤

.平成 30 年度 春夏作分 野菜関係 除草剤
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B.平成30年度 春夏作分 野菜関係 除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

5.SCC-010 液 
グルホシネート:18.5% 

[日本アグロ ー ス] 

ネギ 畦間処理 実 実)[春夏作;一年生雑草] 

・ ま は定 前

雑草生育期(草 30cm以下)

・茎葉処理(全 )

・300 500mL<100 150L>/10a

[春夏作;一年生雑草] 
・ネギ生育期，雑草生育期
・茎葉処理(畦間)
・300 500mL<100 150L>/10a

注) 
・雑草の草 30cm以下で散布する
・作物に 散 いよ に散布する

ス 畦間処理 実・継
(  
通り) 

実)[春夏作;一年生雑草  

・ ま は定 前

・雑草生育期(草 30cm以下)

・茎葉処理(全 )

・300 500mL<100 150L>/10a

継) 
・効果，薬害の確認(畦間処理)

ーマン 畦間処理 実 実)[春夏作;一年生雑草  

・ ま は定 前

・雑草生育期(草 30cm以下)

・茎葉処理(全 )
・300 500mL<100 150L>/10a

[春夏作;一年生雑草  

・ ーマン生育期，雑草生育期

・茎葉処理(畦間)
・300 500mL<100 150L>/10a
注)
・雑草の草 30cm以下で散布する
・作物に 散 いよ に散布する

6.UPH-004 液 
(  NH-009液) 
グルホシネート:18.5% 

[ユー ーエルジ ン] 

キ  ま は定 前 実・継 実) 

[春夏作;一年生雑草] 

・ ま は定 前

・雑草生育期(草 30cm以下)

・茎葉処理(全 )
・300 500mL<100 150L>/10a

継) 
・効果，薬害の確認(畦間処理)

C.花き関係 除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.BAH-1517  
シンメチリン:75% (w/v) 

[BASFジ ン] 

ジ・
キ 

間・ 下処理(一年生イネ 雑
草) 

継 継)効果,薬害の確認 
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B.平成30年度 春夏作分 野菜関係 除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

5.SCC-010 液 
グルホシネート:18.5% 

[日本アグロ ー ス] 

ネギ 畦間処理 実 実)[春夏作;一年生雑草] 

・ ま は定 前

雑草生育期(草 30cm以下)

・茎葉処理(全 )

・300 500mL<100 150L>/10a

[春夏作;一年生雑草] 
・ネギ生育期，雑草生育期
・茎葉処理(畦間)
・300 500mL<100 150L>/10a

注) 
・雑草の草 30cm以下で散布する
・作物に 散 いよ に散布する

ス 畦間処理 実・継
(  
通り) 

実)[春夏作;一年生雑草  

・ ま は定 前

・雑草生育期(草 30cm以下)

・茎葉処理(全 )

・300 500mL<100 150L>/10a

継) 
・効果，薬害の確認(畦間処理)

ーマン 畦間処理 実 実)[春夏作;一年生雑草  

・ ま は定 前

・雑草生育期(草 30cm以下)

・茎葉処理(全 )
・300 500mL<100 150L>/10a

[春夏作;一年生雑草  

・ ーマン生育期，雑草生育期

・茎葉処理(畦間)
・300 500mL<100 150L>/10a
注)
・雑草の草 30cm以下で散布する
・作物に 散 いよ に散布する

6.UPH-004 液 
(  NH-009液) 
グルホシネート:18.5% 

[ユー ーエルジ ン] 

キ  ま は定 前 実・継 実) 

[春夏作;一年生雑草] 

・ ま は定 前

・雑草生育期(草 30cm以下)

・茎葉処理(全 )
・300 500mL<100 150L>/10a

継) 
・効果，薬害の確認(畦間処理)

C.花き関係 除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.BAH-1517  
シンメチリン:75% (w/v) 

[BASFジ ン] 

ジ・
キ 

間・ 下処理(一年生イネ 雑
草) 

継 継)効果,薬害の確認 

. 花き関係 除草剤

.平成 30 年度 春夏作分 野菜関係 除草剤
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B.平成30年度 春夏作分 野菜関係 除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

5.SCC-010 液 
グルホシネート:18.5% 

[日本アグロ ー ス] 

ネギ 畦間処理 実 実)[春夏作;一年生雑草] 

・ ま は定 前

雑草生育期(草 30cm以下)

・茎葉処理(全 )

・300 500mL<100 150L>/10a

[春夏作;一年生雑草] 
・ネギ生育期，雑草生育期
・茎葉処理(畦間)
・300 500mL<100 150L>/10a

注) 
・雑草の草 30cm以下で散布する
・作物に 散 いよ に散布する

ス 畦間処理 実・継
(  
通り) 

実)[春夏作;一年生雑草  

・ ま は定 前

・雑草生育期(草 30cm以下)

・茎葉処理(全 )

・300 500mL<100 150L>/10a

継) 
・効果，薬害の確認(畦間処理)

ーマン 畦間処理 実 実)[春夏作;一年生雑草  

・ ま は定 前

・雑草生育期(草 30cm以下)

・茎葉処理(全 )
・300 500mL<100 150L>/10a

[春夏作;一年生雑草  

・ ーマン生育期，雑草生育期

・茎葉処理(畦間)
・300 500mL<100 150L>/10a
注)
・雑草の草 30cm以下で散布する
・作物に 散 いよ に散布する

6.UPH-004 液 
(  NH-009液) 
グルホシネート:18.5% 

[ユー ーエルジ ン] 

キ  ま は定 前 実・継 実) 

[春夏作;一年生雑草] 

・ ま は定 前

・雑草生育期(草 30cm以下)

・茎葉処理(全 )
・300 500mL<100 150L>/10a

継) 
・効果，薬害の確認(畦間処理)

C.花き関係 除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.BAH-1517  
シンメチリン:75% (w/v) 

[BASFジ ン] 

ジ・
キ 

間・ 下処理(一年生イネ 雑
草) 

継 継)効果,薬害の確認 
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D.平成30年度 春夏作分 花き関係 除草剤   

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.OAT-0901 液 
グルホシネート:18.5% 
 
 
[OATアグリオ] 

トルコギ
キョウ 

倍量薬害(畦間) 継 継)効果薬害の確認 

ユリ 畦間処理(一年生雑草) 継 継)効果薬害の確認 

ユリ 倍量薬害(畦間) 

 

 

 

E.野菜関係 生育調節剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.NSH-1 液 
シイタケ菌糸体抽出物:1% 
 
 
[野田食菌工業] 
 

タマネギ 肥大促進効果 継 継)効果,薬害の確認 

 

 

F.平成30年度 春夏作分 花き関係 生育調節剤   

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.エテホン 液 
2-クロロエチルホスホン
酸:10.0% 
 
 
[長野県野菜花き試験場]  

シクラメ
ン 

シクラメンの出荷期以前の開花抑制 － H30春夏作検討会 判定通り 
 
実) 
[出荷期以前の開花抑制] 
・花芽発達期に概ね20日間隔で3回(出荷予定の90
日前まで)  
・茎葉散布 
・500倍<4mL/株> (株全体が濡れる程度が目安) 
 
注)処理後一時的に下位葉に黄化が見られる場合
がある 
 

2.ダミノジッド顆粒水溶 
ダミノジッド:80% 
 
 
[日本曹達]  

シクラメ
ン 

花梗，葉柄の伸長抑制 実・継 実) 

[花梗，葉柄の伸長抑制] 
・花芽揃期1回及び花梗再伸長時2回 

・茎葉散布 

・300倍(3回処理) 株全体が濡れる程度が目安 

注) 

・散布間隔は30日を目安とする 

・開花遅延や奇形花の増加が見られることがある 

 

継) 

・薬害の年次変動の確認 

 

 

E. 野菜関係 生育調節剤

D. 平成 30 年度 春夏作分 花き関係 除草剤

F. 平成 30 年度 春夏作分 花き関係 生育調節剤
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